
 第Ⅱ部 第１２章 欧米における近代国民国家の発展 

３ アメリカ合衆国の発展                                                                                                                                                    教教教教ｐｐｐｐ249249249249～～～～222253535353（（（（L17L17L17L17）））） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アメリカ合衆国 

ワシントン （1789～97） 初代大統領 

○フランス革命・ナポレオン戦争に対して中立 

 

1 （1801～09） 第 3 代大統領 

○フランスからミシシッピ川以西のルイジアナを買収 

 

【2             】戦争（米英戦争） 

〔原因〕イギリスの対仏海上封鎖によりアメリカの貿易に打撃！ 

〔結果〕決着つかず和平 

〔影響〕イギリス依存から脱却し，国内工業が発達！ 

 

（1812～14）  

3 （1817～25） 第 5 代大統領 

○スペインから【4       】を買収（1819） 

○モンロー教書発表（1823） 

…ヨーロッパとアメリカの相互不干渉を提唱 

5 （1829～37） 第 7 代大統領 

○初の西部出身大統領 

○“ジャクソニアン=デモクラシー” 

…選挙権拡大･公立学校の普及 

○政党の結成 

◆【6    】党：反連邦派・ジャクソン派 

…南部の支持 

◆【7      】党：連邦派・反ジャクソン派 

…北部の支持，のち共和党となる 

 

○【8     】併合（1845） ○【9     】併合（1846） 

○【10             】戦争（1846～48）→メキシコから【11         】を獲得 

○カリフォルニアで金鉱発見→【12              】（移住が殺到！） 

 

《南部と北部の対立》 

 

○【13      】協定（1820） 

…ミズーリ准州の奴隷州への昇格を承認。 

以後，北緯 36 度 30 分以北の奴隷州創設禁止 

…奴隷制度をめぐる対立 
独
立 

～ 

領
土
の
拡
大 ○カンザス=ネブラスカ法（1854） 

…州昇格時の自由州 or 奴隷州の決定は， 

州の住民の選択に任せる！ 

＝ミズーリ協定の破棄 

⇒南北の対立が激化！ 

※【14    】党が結成される 

※【15        】『アンクル=トムの小屋』 

出版 →奴隷制反対の世論を高める 

【16    】戦争 

〔原因〕南部・北部の奴隷制をめぐる対立 

〔きっかけ〕共和党の【17      】が大統領に当選（1860） 

⇒南部 11 州が合衆国から離脱し，【18           】を建国！ 

※大統領ジェファソン=デヴィス 

〔戦況〕当初，南軍優勢（リー将軍） 

○リンカン（北部）が国内・国外世論の支持を獲得 

：【19        】法（1862）…国有地に 5 年間定住した開拓者に土地を無償で与える 

：【20        】宣言（1863）…南部奴隷の解放を宣言 

○【21           】の戦い（1863）…北部（グラント将軍）が決定的勝利 

〔結果〕 

○南部首都リッチモンド陥落（1865） →南軍降伏 →合衆国再統一 

（1861～65）  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南北戦争終結 

合衆国再統一 

資
本
主
義
の
発
展 

○ペリー提督により【1     】条約が締結（1854）…【2   】の開国 

○憲法 13・14・15 条修正（1865・69・70）…奴隷制廃止・黒人に市民権付与・黒人に選挙権付与 

○ロシアから【3       】買収（1867） 

○【4           】が完成（1869） 

○【5              】（ＡＦＬ）が結成（1886）…全国的な労働組合 

○フロンティアの消滅（1890） 

 

○マッキンリー大統領（1897～1901）：共和党 

   ↓ 

○セオドア=ローズヴェルト大統領（1901～09）：共和党 

   ↓ 

○ウィルソン大統領（1913～21）：民主党 

 

産業革命（19C 後半） 

→世界一の工業国となる 

→【6    】の増加 

（東欧・南欧・アジア） 


